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高等学校慢健体育科における ICT活用
一学習カードと ICT活用の比較を通してー
学習開発分野 (1422ω03) 五十嵐祐樹
高校保健体育科の授業でIσを活崩した授業展開を目指し，教職専門実習I.mを通し
て検討を行う。本研究は，学習カードの活用による生徒の学びの変化に着目したロ学習カ
ードの活用で，生徒が「やってみよう」とするま欲を持ち， [ことまでならできる」と気
づくことで学脅高激の向上が示された。さらにs 牛綻自身が課題に気づき，チームで共有
し，課題解決のために謝?錯誤をしながら取り組む姿が見られた。すなわち、学習カード
は生徒の主体性，協働性，探求心を育成するツールとして有効だと考えられる。
[キー ワー ド] rCf活用，学習カード，ゲーム学習，高等学校保健体育科
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
文書除ト学省は， 2011年に今後の教育の情報化の
空白塗にあたって「教育の情報化ピジョン」を公表
し，①情報活用能力の育成，(2湧~特旨導における
情報通信技術(rロ)の活用，③校務の情報化の3
側面を通して教育の質の向上を目指すと明らかに
した。これを受けて， 3年間にわたる実証研究で
ある「学びのイノベーション事業」が実施されたロ
文音附ト学省、の [1ιTを活用した教育の推濯に関
する怒談会J報告書によると，電子黒板やタブレ
ット端末等のrCfを活用した教育を地方公共団体
で本格的に実施し，具榊告な教育効果に関するエ
ピデンスが現れ始めている。さらに，試行錯誤を
しながら rCfを活用した教育を新たに導入するた
めの計画に取り組む動きは全国的に広がり始めて
いる。しかし.rロ教育環境の整備や教員のI口
活用指導力には地域格差が見られると示している。
また， rCfを活用する意義は，教育の質を向上
させる観点から，調題角軟に向けた主体的・協
働的・探求的な学びを実現できる点，②個々の能
力や特性に応じた学びを実現できる点，@:灘島や
過疎地等の鯉的環境に左右されずに教育の質を
確保できる点の3つを挙げることができる。
本研究は， rCf活用と学習カードの比較を通し
て，体育の時間に主体的・協働的・探求的な学び
を取り入れることで，生徒の学びを深め，生徒の
技術の向上にもつながるということを検討する。
(2)研究の方法
教職専門実習Eの体育授業で，ゲームを中心に
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授業を展開し，グループ内での話し合いや作戦を
立てる活動を取り入れた。学習カードを活用し，
生徒の自己評価に加えて，ゲームの中からの「気
づきJを記入させ，生徒の学びを検討Fる。
来年度の教職専門実習Eでは， iPad等を活用し
生徒に自身を客観視できる場面を提供することで，
生徒の学びの深まりを比較櫛すする。
2 先行研究の検討
学習カード!:rCf機器の活用について，以下の
3点で先行研究を検討した。
(1)学習意欲向上
上野ら(2014)によると，生徒は，謀題内容が明
確にされることから，実技津:ヰ模範様識のDVD，
教師のアドバイス等を自発的に求めるようになっ
てきたと述べている。
中村ら(1995)は，自分のめあて達成に向けて学
習カードを使い，撮影する場を工夫したり，練習
の仕方を考えたりして学習を進めている様子がう
かがえると述べている。
学習カードやrCf機器の活用は目標キ課題を明
確にするために，学習カードに記入したり，自分
の両像や映像を見たりすることで，生徒に「やっ
てみよう」という#鴎勤する意欲を持たせ， [ここま
でならできる」といった，ステップアップで意欲
を引き出すことに有効であると考える。
(2)協働的な学び
半成21年闘丁高等学校学習指導要領解説保健
体育編で，体育の目標は， [運動の合理的，計画的
な実践を通して，知識を深めるとともに技能を高
め，運動の楽しきゃ喜びを深く味わうことができ
るようにし，自己の状況に応じて体力の向上を図
る能力を育て，公正，協力，責任，参画などに対
する意欲を高め，健康・安全を確保して，生涯に
わたって豊かなスポーツライフを継続する資質や
能力を育てる。」とされている。
このように，体育で育成したい能力は「主鋪包J
のみならず， r思考力」や昨日断力」といった多様
なものである。
上野・直井(2014)は，生徒が単一的な視点しか
持ち合わせていないことは，学びが深まらず，そ
の結呆として思考力・判断力・表現力が高まるこ
とは難しいと考えられるとした。さらに，個では
追求できなかった集団としての学びが存在し，仲
間での学習が深まってくると，自分たちで創造の
揚を練り上げることができる，と述べている。
筆者は，いかに生徒が自分の動きやチームの戦
術について考えを表現したり，チ}ムで話し合い
をしたりするかが重要となると考える。
(3) 1口を活用した授業実践
ここでは， rCI'槻怯活用した授業の研究結果
をもとに有効性について考えたい。
大熊(2013)は，ハンドボールの授業で，タブレ
ットPC，ビデオカメラ， PCによる動画再生で，生
徒が自分の動きを確認しながら作戦を立て，分析
して授業を行った。タブレット陀は，ビデオカメ
ラより視聴画面が大きいので生徒が集まって見る
ことができ，タッチパネノレ操作が生徒に国1[染み易
し、ビデオカメラは，視聴画面が小さいが再生機
能が豊富なため，スロー再生智子える利点がある
と示している。陀による動画再生では，実際のゲ
ームや審判の動き，トップ選手の特集等を準備し，
生徒の興味関心を引きながら学習活動につながる
よう情報提供を行った。その結果，生徒はゲーム
の前後半の聞にチームで撮影した映像をもとに分
析や戦術確認を行うようになり，自分たちで撮影
する場所や角度を変える姿が見られるようになっ
た。さらに，課題練習の場面では，他チームと情
報共有する姿も見られた。
とこでは，生徒のねらいに沿って活用方法が変
化していったが，生徒が鞘7錯誤した結果が，生
徒の学びを深めるといった主体的な活動になった
と考えられる。
大熊(2014)は，生徒が「戦術的な学び」を深め
るような授業を展開し検証を行った。生徒はゲー
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ムの場面から自分たちの課題に気づき，思考判断
を繰り返しながら，学習活動を変化させ，学びを
深めることができたと述べている。さらに， rCI' 
機器の活用により，大幅な時間短縮をすることが
でき，生徒の活動時間の確保につながったと示し
た。さらに，生徒の「意思決定」にこそ大きな学
習の意味があると述べている。
このような事例から， rCI'の活用により生徒自
身が自分の「学習への参加の仕方Jを身に付ける
ことが，保健体育科に求められる重要な役割にな
ってくると考える。
3 実践
教職専門実習Eは，山形県内のA高校で行った。
対象は，高校l年生1クラス40名(男子39名，
女子1名)で，種目は、バスケットボールとバレ
ーボールで各8時間扱いである。
授業はゲームを中心として，ゲームの中からチ
ームの課題を発見させ，チームは単元のはじめに
メンバーを固定した。また，ゲームを始める前に
チームの練習時間を設け，その練習を有効的なも
のにするために，練習に入る前にその日の目標や
練習内容をチーム内で話し合う時間を設けた。さ
らに，話し合った内容を五践に発表させた。この
ような活動で，チーム内での意識の共有やゲーム
で勝利にこだわるような学習意欲の向上に繋がる
ことを目指した。さらに，他の班の前で発表させ
ることで，責色感や言語能力の表現する力の高ま
りも期待された。
本研究では，学習カードを活用することで，チ
ーム内での意識の共有や個人の学習への意欲向上
を目的とした。そして， i技能J3項目， i思考・
判断J2項目， r関心・意欲・態度J2項目の全7
項目について， 5段階で自己評価を行い，ゲーム
を通してチームまたは個人の課題左して感じたこ
とを記入させ，毎時間の「気づき」を街号させた。
さらに，これを生徒にフィードパックすることで，
チームまたは個人での目標を前回より高く設定で
きるように考慮した。
ゲーム中心の授業展開の中，少ない練習時間を
チームでどのように活用するかを考えさせながら，
「気づき」で得たチーム内の課題に対してどのよ
うな取り組みが有効かを考えさせた。
|生徒C:守りを固めていきたい。 I
と課題解決したから新たなチームの課題を見つけ
出す姿があった。似たようなケースとして，
生徒D:パスをもらえる位置に移動しないといけないと思
った。次回は，パスをもらえるところに動く。
との記述から，ゲームに臨み授業を終えた後，
生徒E:チーム内で全員がシュートを打てるようにパスが
回せるようになった。
4 結果と考察
(1)自己評価の変容
←ー. L~õの評価
-・3め評(:Ji
ー-1と2の評価
このように，前回の課題の解決に成功したとこ
ろ，同じ班の生徒で，
生徒F:自分もシュートを出来るように移動などを心がけ
たいと思った。
と記述があり，仲間の成功を目にすることで自分
もより活躍したいという意欲の向上が見られた。
シュー トやパス， ドリプルといった基本的技能
が定着してきた単元後半では，
生徒G:味方がシュートしそ寸いパスをする。
生徒 H:相手の、ンュートやドリプルに対してディフェンス
できるようになりたし、
生徒 1:パスする時に周りが見えていないので，
周りを見るようにしたい。
生徒J:ツー メンとか，スリーメンで攻めるようにする。
といった，攻撃の方法や味方を考えてプレーする
姿，守備の意識をする姿が見られた。
最後に， I学習カ}ドを使ってみてチームまたは
個人としてどのような変化が見られたか。Jという
項目に対して，
生徒K:運動量が多くなった。声を出して協力したプレー
ができた。
生徒L:自分たちのできなかったことが分かったことで試
合に勝てるようになった。
と運動の質や量などからも，生徒の学習意欲の向
上やゲームから生徒自身で分析して活動する姿が
見られた結果となった。
(3)バレーボール
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しっかり
生徒1:お見合いをしてボールを落としてしまう。
生徒2:なるべく避けないようにしたい。
生徒3:しっかり声をかけながらプレーする。
このグラフは生徒の自己評価の中で， r思考・
判断」に関わる項目の結果を表したものである。
「チームや自己の課題解決のために練習でき
ていたかJという項目では， 80%の生徒が r4Jま
たは r5Jの評価をし，学習意欲の向上が見られた
(図 1)0 Iチームや自分の課題をゲームの中から
見つけることができたか」という項目では， r山
または 15Jの評価をした生徒が，毎時間多くいる
ことが分かった(図2)。このことにより，学習カ
ードの活用がゲームの質の向上，生徒同士の協働
的な学びを引き出すと考えられる。
(2)パスケットボー ノレ
|生徒A:リパワン附全然できていない。 I
この記述のあった次の授業で，生徒Aのチーム
の目標は「リバウンドからの速攻」とした。
生徒A:前回よりリバウンドがとれていた。チームのリバ
ウンドの意識が高くなったと思う。 シュー トも積極的に狙
うことができた。
このチームはボールを味方と譲り合い失点す
る状況があり，声を掛け合いながらやろうと意識
の共有ができるようになった。そして，先保しな
いように声を出し活気溢れるゲームとなった。
]1生徒4:献す械いろん楊所畑、机
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すると上記のように前向きな記述に変化した。前
回の課題から，チーム内で意識の共有が行われ，
積極的な活動へ変化した様子が見られた。また，
|チー ムA:個人プレーが多かったのでパスを回して攻める。|
といった目標を立て，ゲームに臨んだ結果，
|生徒B:パスがよく回つ丸
生徒5:サ」プを狙ったところに狙えるようになった。
ボーノレがつなげるようになると「得点をとる」
という次の目標が生まれた。単に強くボールをヒ
ットするだけなく，場所を狙って攻撃しようとし
ていた。これは，学習指導要領にもある「空いた
場所をめぐる攻防を展開する。」という技能の目標
に生徒自身で到達したと考えられる。
さらにこの班は，目標を厄本固まで確実につ
ないで返球する。Jrトスを意識オる。Jf3段攻撃
を意識する。」という段階を踏んだ目標を掲げてい
ることが分かった。
|生徒6:チーム舗が「つなむことを意識してできた | 
生徒が積極的に話し合いに参画したことから
最後までチームの中で意識の共有ができていた。
生徒 7:サーブレシーブができていないので，つなぐこと
ができなし、
個人の反省から，チームの課題が生まれ，レシ
ープ練習に専念する様子が見られた。そして，
生徒 8:声を掛け合うことでポールがつながりやすくなっ
た。
と，成功する時の条件を発見し， fサーブの練習を
してミスをなくしたい。」と新たな課題を発見でき
るようになった。しかし，次の授業時に，
生徒9:声掛けができなかった。
生徒10:スパイクが打てるようになった。
チーム内での意識のズレキ技術の差が見られた。
この班は，このような制兄を解決しようと，チー
ムの目標を「みんなでボールをつなぐ。」と，はじ
めに掲げたものに戻して，全員で協力し活動しよ
うとした。その結呆
生徒11:ミスがなくなった。
生徒12:みんなで攻撃できていた。
と，チームとしての成功が見られた。このように，
失敗したときに，成功していた時のチームの肉兄
にフィードパックできるきっかけとして学習カー
ドの存在が重要となったと考えられる。さらに，
生徒13・レ、ンープを人のいるところに涯せるようになりた
い。サーブを，クロスとストレートで打ち分けられるよう
になりた1t¥
と，個人的な技術向上を目指す記述も見られた。
本研究では， 2種目とも生徒が個人やチームの
課題に気づき，目標を立てて課題解決の練習に取
り組む姿が見られた。
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5 到達点と課題
本研究では学習カードを活用した授業での学び
の深まりを検討した。
教職専門実習Eでは，学習カードで，生徒の学
習意欲が高まり，生徒が「こうしたらよくなるの
ではないか」と思考する姿が見られた。来年度の
教職専門実習Eでは， 1口機器を取り入れた研究
を進め，生徒の学びの深まりを比較検討する。
課題は，生徒の学びの変容を見たいという思い
で活用した学習カードが，自己評価を数値化する
だけの「自己評価シート」になったことである。
教職専門実習Eでは，自己評価を数値化するだけ
ではなく，生徒に記述させ， f千情哉、ンー ト」を生徒
に与えて， 1Cf機器で自分の運動の様子を見て，
チームでの話し合し、から具体的に作戦を立てさせ
たい。また，運動時間の確保も重要である。
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